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１１１１    本年度の審議対象事業の考え方本年度の審議対象事業の考え方本年度の審議対象事業の考え方本年度の審議対象事業の考え方    

  本年度、長野県公共事業再評価委員会（以下、「県再評価委員会」という）から長野県

公共事業評価監視委員会（以下、「本委員会」という）に対し、意見を求められたのは６

事業 15 箇所であった。 

  本委員会の設置要綱では、審議案件について、県が作成した再評価を実施する事業の

一覧及び再評価案の提出を受け、各事業を取り巻く社会状況等を勘案して、本委員会が

抽出するとされている。 

本委員会では、表－１に示す 15 箇所すべてについて県案の説明を聞いたうえで、事業

の進捗状況、実施上の課題等を勘案し、詳細な審議の対象事業として３箇所を抽出した。 
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注）網掛け：抽出箇所 

 

 

 

２２２２    審議結果（意見書）のとりまとめ方審議結果（意見書）のとりまとめ方審議結果（意見書）のとりまとめ方審議結果（意見書）のとりまとめ方        

   意見書のとりまとめにあたっては、県案に対する審議結果と評価の判断理由に加え、

審議中にあったその他の意見を事業ごとに記載する。 
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２ 

事業の進捗状況、事業を巡る社会経済情勢等の変化等の観点から、

「継続」「見直して継続」「計画変更」「一時休止」「中止」の５段階

で評価 



 

３３３３    再評価事業に関する委員会としての意見再評価事業に関する委員会としての意見再評価事業に関する委員会としての意見再評価事業に関する委員会としての意見    

 

（１）（１）（１）（１）砂防砂防砂防砂防        （（（（砂砂砂砂））））海岸寺沢海岸寺沢海岸寺沢海岸寺沢        東桐原東桐原東桐原東桐原    【【【【松本松本松本松本市】市】市】市】                                                                                                                        

 

■■■■県案県案県案県案に対する審議結果に対する審議結果に対する審議結果に対する審議結果：：：：「「「「継続継続継続継続」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。    

    

 【判断に至った理由】 

○ 当箇所は、土砂災害特別警戒区域内に公民館や民家、民間観光施設が存在しており、

人命を守り安全・安心の確保のためにも整備が必要と判断できること。 

○ 当該事業の平成 30 年度末における用地進捗率は 100%であり、住民の理解が進んで

いること。 

 

≪審議上の意見≫ 

○ 森林税の活用を視野に入れた土地所有者・地元による周辺の森林の維持管理を検討

されたい。 

 

（２）（２）（２）（２）河川河川河川河川            （一）奈良井川・田川・女鳥羽川・薄川（一）奈良井川・田川・女鳥羽川・薄川（一）奈良井川・田川・女鳥羽川・薄川（一）奈良井川・田川・女鳥羽川・薄川                        

島内～笹部・渚～村井・深志～岡田・庄内～舟付島内～笹部・渚～村井・深志～岡田・庄内～舟付島内～笹部・渚～村井・深志～岡田・庄内～舟付島内～笹部・渚～村井・深志～岡田・庄内～舟付【【【【松本市・塩尻市松本市・塩尻市松本市・塩尻市松本市・塩尻市】】】】                                        

 

■県案に対する審議結果：■県案に対する審議結果：■県案に対する審議結果：■県案に対する審議結果：「「「「継続継続継続継続」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。」とすることを妥当と判断する。    

    

 【判断に至った理由】 

○ 残区間は流下能力が不足しており、また、沿川の都市化も著しい。近年の全国的な

豪雨災害の発生状況も踏まえ、長野県第二の都市である松本市街地の浸水被害を防止

する観点から引き続き整備が必要と判断されること。 

 

≪審議上の意見≫ 

○ 護岸工の構造については、河川環境の保全はもとより、地域住民の高齢化等を考慮

した維持管理体制を視野に入れ、最適なものとされたい。 

 

（３）道路（３）道路（３）道路（３）道路改築改築改築改築        （国）（国）（国）（国）148148148148 号号号号    雨中雨中雨中雨中    【【【【小谷村】小谷村】小谷村】小谷村】                                                                                                                                

 

■県案に対する審議結果：「■県案に対する審議結果：「■県案に対する審議結果：「■県案に対する審議結果：「見直して見直して見直して見直して継続」とすることを妥当と判断する。継続」とすることを妥当と判断する。継続」とすることを妥当と判断する。継続」とすることを妥当と判断する。    

    

 【判断に至った理由】 

○ 当該道路は、大町市と糸魚川市を結ぶ幹線道路であり、小谷村中心部を通る生活道

路でもあるが、大型車交通量が多く、騒音・振動や交通事故の危険にさらされており、

安全で円滑な交通の確保と生活環境の改善を図る観点から必要と判断されること。 

３ 



 

○ 北陸地域や関東地域へのアクセス性向上により地域の産業振興に寄与すること。 

○ 沿線には、年間 202 万人の観光客が訪れる白馬山麓が存在し、道路の安全性・走行

性の向上により観光客増加が見込まれること。 

 

≪審議上の意見≫ 

 ○ 大きな設計変更が生じているため、同様の案件において当初計画の策定段階で、地 

元と十分な調整をされたい。 

    

（（（（４４４４））））    抽出抽出抽出抽出以外の箇所以外の箇所以外の箇所以外の箇所                                                                                                                                                                                            

 

再評価の対象事業 15 箇所のうち、詳細な審議の対象としなかった 12 箇所については、

事業の必要性、事業の進捗状況等から、県の再評価案について妥当と判断した。 

    

４４４４    おわりにおわりにおわりにおわりに    

本年度の長野県公共事業再評価事業として、県から意見を求められた 15 箇所について

は、４回の委員会と２回の現地調査を実施し、事業の必要性や事業の進捗状況から、県

案を妥当なものと判断した。 

事業の実施にあたっては、引き続きコストの縮減を図りつつも、本来の事業目的を損

なうことなく、整備効果が早期に発現されることを求めるものである。 

最後に審議中にあった再評価全体に対する意見を付す。 

 

○  本委員会が提案し、今年度構築した事後評価等を新規評価に反映させる仕組みを、再

評価にも適用されたい。 

以 上 

４ 


